
⑵　教学委員長・学生部長・学事課

・教学委員長　　田中　幸子　教授
・学 生 部 長　　小谷野康子　教授
・学　事　課　　興村　慎也　係長

3 ）大学院学生数（医学系専攻博士課程）（202１年 4 月 １ 日現在）

学年 定数 人員
内訳 大 学 院 委 員 会

男 女 委 員 長：松藤　千弥　学長
副委員長：吉田　清嗣　教授
委　　員：大橋　十也　教授　　岡部　正隆　教授
　　　　　南沢　　享　教授　　近藤　一博　教授
　　　　　岡野（J）洋尚　教授　　横尾　　隆　教授
　　　　　桑野　和善　教授　　大木　隆生　教授
　　　　　小島　博己　教授

1 66 37 24 13
2 66 43 29 14
3 66 38 29 9
4 66 39 31 8
計 264 157 113 44

4 ）大学院学生数（看護学専攻博士前期課程）（202１年 4 月 １ 日現在）

学年 定数 人員
内訳 看 護 学 専 攻 大 学 院 委 員 会

男 女 委 員 長：佐藤　紀子　専攻長
委　　員：田中　幸子　教授　　北　　素子　教授
　　　　　佐藤　正美　教授　　梶井　文子　教授
　　　　　髙橋　　衣　教授　　櫻井　尚子　教授

1 10 8 0 8
2 10 15 2 13
計 20 23 2 21

5 ）大学院学生数（看護学専攻博士後期課程）（202１年 4 月 １ 日現在）

学年 定数 人員
内訳 看 護 学 専 攻 大 学 院 委 員 会

男 女
委 員 長：佐藤　紀子　専攻長
委　　員：田中　幸子　教授　　梶井　文子　教授
　　　　　佐藤　正美　教授　　櫻井　尚子　教授
　　　　　北　　素子　教授

1 3 2 0 2
2 3 2 1 1
3 3 3 1 2
計 9 7 2 5

6 ）大学および大学院など
1 ．大学および大学院の学則改定について
1）下記の事項について大学の学則改定を行った。
・大学の目的・使命を新たに策定して学則に明記した。
・休学の取り扱いについて整備を行い、学則を改定した。

2）下記の事項について大学院の学則改定を行った。
・大学院の目的・使命を新たに策定して学則に明記した。
・各課程における目的を再整備し、別に定めることを学則に明記した。

⑴　医学科
Ⅰ．教学関係
1 ．教学委員会
　2021年度医学科教学委員会は西新橋校選出委員16名および国領校選出委員 2名の計18名で運営
され、毎月 2回定例で開催された。
　2021年度の各教学委員の役割分担は以下の通りである。
竹森　重教授（教学委員長）、横尾　隆教授（副教学委員長・臨床実習調整委員長）、野呂幾久子
教授（副教学委員長、1学年担当）、繁田雅弘教授（学生部長、学生部委員長）、嘉糠洋陸教授（副
学生部長、学生部副委員長、 3学年担当）、横井勝弥教授（副学生部長、学生部副委員長）、岡部
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正隆教授（カリキュラム委員長）、石橋由朗教授（試験委員長）、宮田久嗣教授（学生支援委員長）、
籾山俊彦教授（教育資源委員長）、常喜達裕教授（臨床実習教育委員長）、南沢　享教授（ 2学年
担当）、岡本愛光教授（学生保健指導委員長、 4学年担当）、武田　聡教授（FD・SD委員長、 5
学年担当）、大木隆生教授（ 6学年担当）鈴木英明准教授（東京都地域枠担当）、中村真理子教授（教
育プログラム評価委員長・教員評価検討委員長）、草刈洋一郎教授（症候病態演習委員長）、柳澤
裕之教授（オブザーバー・教育担当副学長）
　なお、 9月より 6年生担当教学委員は、大木隆生教授より鈴木英明准教授に変更となった。
2．2022年度医学科の進級、2021年度卒業者

1年：112人　（進級　107人　留年　 5人）
2年：115人　（進級　105人　留年　 9人　退学　 1人）
3年：110人　（進級　107人　留年　 3人）
4年：104人　（進級　104人）
5年：111人　（進級　111人）
6年：108人　（卒業　108人）
総数：660人

3 ．Post-CC	OSCEの実施について
　本試験は医学生（ 6年生）の臨床実習後における臨床技能と態度を評価するものであり、本年
は 9月17日（金）と18日（土）に実施した。当初は機構課題 3題と大学独自課題 6題の合計 9課
題で実施予定としていたが、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、大学独自の 6課題のみに規模
を縮小して実施した。医学科 6年生108名が受験し、全員合格した。
　なお、試験に先立ち、担当教員を対象とした評価者トレーニングのためのワークショップ（FD）
を 9月 4日（土）に開催し、51名が受講した。
4．医学科学生教学検討会議
　本会議は教学委員と学生会により教学の進め方について検討しており、例年 7月と12月の年 2
回開催している。本年は 7月 8日（木）に遠隔会議で、12月21日（火）は遠隔と一部対面による
併用で開催した。学生からはMoodle・Zoomを活用した遠隔授業に関する要望や部活の再開に
関するアンケート結果について報告があり、教員と学生、および外部委員による意見交換が行わ
れた。
5．FD「医学教育者のためのワークショップ」
　2021年度に開催されたＦＤは以下の通りである。
1）地域医療者教育ワークショップ
日 時：2021年 6 月13日（日）
場 所：TV会議システムZoom開催
テーマ：地域医療者のための情報交換会
修了受領者（22名、実行委員 3名）

2）共用試験OSCE評価者トレーニング
日 時：2021年 7 月31日（土）
場 所：大学 1号館 6階講堂・ 7階実習室・ 8階演習室
テーマ：共用試験OSCE評価者トレーニング
修了受領者（48名、実行委員12名）

3）Post-CC	OSCE評価者トレーニング
日 時：2021年 9 月 4 日（土）
場 所：大学 1号館 6階実習室・ 7階実習室・ 8階演習室
テーマ：Post-CC	OSCE評価者トレーニング
修了受領者（32名、実行委員14名）
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4 ）初年次教育に関するワークショップ
日 時：2021年11月27日（土）
場 所：TV会議システムZoom開催
テーマ：ジェネリックスキルの測定結果から初年次教育のあり方を検討する
修了受領者（16名、実行委員 8名）

5）臨床実習指導医養成
日 時：2022年 1 月22日（土）
場 所：TV会議システムZoom開催
テーマ：診療参加型臨床実習（クリニカル・クラークシップ）推進のための指導者養成
修了受領者（35名、実行委員10名）

6）試験問題作成ワークショップ
日 時：2022年 3 月19日（土）
場 所：大学 1号館 5階講堂・実習室
テーマ：試験問題作成ワークショップ
修了受領者（35名、実行委員 6名）

7）臨床実習現場におけるEBMの指導
日 時：2022年 3 月26日（土）
場 所：TV会議システムZoom開催
テーマ：効率的な学生指導法－臨床実習におけるEBMの指導－
修了受領者（16名、実行委員 1名）

6．その他の報告事項
1）入学式
　令和 3年度医学科・看護学科入学式を 4月 8日（木）に挙行した。本年も、新型コロナウ
イルス感染拡大の影響により、入場者制限および時間短縮など規模を縮小して実施し、入学
式の模様はインターネットを通じてライブ配信した。
　また、令和 2年度の医学科・看護学科入学式は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、
やむを得ず中止としたことから、令和 2年度入学者（医学科109名、看護学科60名）のため
の入学式を 1年遅れとなる2021年 4 月 9 日（金）に挙行した。

2）京都府立医科大学との定期戦
　2021年度の京都府立医科大学との定期戦・懇談会・レセプションは京都での開催を予定し
ていたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、昨年に引き続き中止とした。

3）オープンキャンパス
　医学科では、新たな試みとしてオンライン（Zoom）によるオープンキャンパスを 8月11日（水）
と12日（木）の両日に開催し、 2日間合計で731件のアクセスが得られるなど好評であった。
1日目：2021年 8 月11日（水）
2回目：2021年 8 月12日（木）

　また、12月・ 1月には個別入試相談会をZoomにて開催した。
4）学祖墓参
　学祖墓参は例年10月に行っていたが、台風の影響を避けるため今年は11月13日（土）に実
施した。また、今回から看護専門学校の教職員・学生も参加することになり、今回は第三看
護専門学校の学生 3名が参列した。墓参後には感染対策に十分配慮して懇親会を開催し、学
長、理事長からのご挨拶のほか、医学科、看護学科ならびに第三看護専門学校の各学生代表
からは学祖と建学の精神への思いを新たに挨拶と抱負が述べられた。

5）西新橋校　退任記念講義
　2022年 3 月末日をもって定年退任される講座担当教授 2名の退任記念講義ならびに退任教
授の紹介は 1月31日（月）に時間を短縮し、出席者は大学 1号館講堂の収容定員の50％に制
限するなど感染対策に十分配慮した上で、 2年ぶりに開催した。なお、退任記念パーティー
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は中止とした。
退任記念講義
演題名	 頴川　　晋　教授　「来し方、そしてこれから～夢とこころざし～」
	 松浦　知和　教授　「ビタミンＡと伊東細胞、そして線維化
	 ～小嶋聡一先生とともに～」　　　
　記念講義の終了後に司会者の竹森重教学委員長から、同じく定年退任される岡野　孝教授
（国領校自然科学教室・化学研究室）・立花利公教授（総合医科学研究センター・基盤研究施
設）・芦田ルリ教授（学術情報センター・国際交流センター）・橋本尚詞教授（解剖学講座）・
和田高士教授（大学直属）・三森教雄教授（外科学講座）・岩本武夫教授（総合医科学研究セ
ンター・基盤研究施設）・太田有史教授（皮膚科学講座）・宮田久嗣教授（精神医学講座）・
須江洋成教授（臨床検査医学講座）・杉本健一教授（臨床検査医学講座）の紹介があった。
そして、各教授から退任の挨拶あり、大学、同窓会、保護者会、看護学科、学生会、各講座
から記念品並びに花束が贈呈された。

6）国領校最終講義について
　2022年 3 月末日をもって定年退任される岡野　孝教授（国領校自然科学教室・化学研究室）
の最終講義を 1月22日（土）に予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、講堂
に参集しての講義は中止とし、eラーニング上に配信した。

7）卒業式
　第97回医学科・第27回看護学科卒業式を2022年 3 月 5 日（土）午後 1時30分から 2号館
講堂で挙行した。新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、昨年と同じく参加者は卒
業生と一部の教職員のみに制限し、かつ、時間を短縮して実施した。尚、卒業式の模様は
YouTubeによりライブ配信すると共に、式の終了後からは録画映像の配信も行った。

8）コロナ禍における授業と部活動について
　医学科での講義はeラーニングでのオンデマンド授業を中心に、演習・実習については登
校での対面授業またはZoomを利用したオンライン授業等を併用して進めた。また、学生の
ワクチン接種を推奨し、 6月中旬には全学生の90％以上が 2回の接種を終えた。 2回目接種
完了日から 2週間の経過をもって実習を順次解除した。なお、2022年 1 月から 2月にかけて
3回目のワクチン接種を行った。
　一方、部活動については、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、中止としていたが、
学生からの再開に向けての要望が強く、すべての部で感染対策に関する活動指針を策定する
こととし、承認が得られた段階で活動を順次再開した。しかし、新型コロナウイルスの再拡
大により、2022年 1 月14日（金）より対面での部活動は再度中止とした。

Ⅱ．入学試験
1 ．2022年 2 月 9 日（水）に五反田TOCビルおよびTOCメッセの 2会場で一次試験を行った。志
願者数は1,860名（前年比＋158名）、受験者数は1,708名（前年比＋230名）であった。 2月16日（水）
に一次試験合格者496名を発表し、 2月19日（土）・20日（日）・21日（月）の 3日間にわたって
二次試験を行った。また、一次試験欠席者のための追試験を 2月23日（水・祝）と24日（木）の
両日に行い（受験者 4名）、本試験と合わせて 2月28日（月）に合格発表した。更に、追試験を
欠席した受験生のための再追試験を 3月 7日（月）に行い（受験者 1名）、 3月11日（金）に合
格発表を行った。
　なお、今回から東京都地域枠選抜は実施せず、2022年度以降の入学定員は105名（前年比－ 5名）
となった。
　入学者の内訳は下記の通りである。
①　男子　69名、女子　36名
②　現役　60名、 1浪　35名、 2浪　 4名、その他　 6名

─ 85 ─



③　地域別入学者数
北海道・東北地方　　　　　　　　　 1名
関東地方　　　　　　　　　　　　　89名
中部・近畿地方　　　　　　　　　　10名
中国・四国地方　　　　　　　　　　 2名
九州地方　　　　　　　　　　　　　 2名
その他（高等学校卒業程度認定試験） 1名

Ⅲ．国家試験
1 ．医師国家試験
第116回医師国家試験の結果が 3月16日（水）に発表され、本学の新卒受験者108名のうち106名
が合格し、既卒では受験者 6名のうち 5名が合格、合計では総受験者114名のうち111名が合格し
た。合格率は97.4％である。全国の医科大学81校の平均合格率は91.7％で、本学の合格率は私立
医科大学30校の中では 2位、国公私立を含む全医科大学の中では 4位であった。

⑵　看護学科
Ⅰ．教学関係
1 ．教学委員会
　看護学科教学委員会は、看護学科教学委員長 1名、看護学科教学委員原則 4名をもって構成さ
れ、定例として毎月 1回開催されている。
教学委員は以下のとおりである。
2021年 4 月～2022年 3 月
教学委員長　田中　幸子
教 学 委 員　小谷野康子、嶋澤　順子、梶井　文子、高橋　　衣

2．教学関連の主な事項
①　2021年度は、 1年生62名、 2年生58名、 3年生60名、 4年生59名で新学期を迎えた。
②　2021年度オリエンテーションは、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、一部eラーニ

ングで実施した。 1年生は 4月 8日～16日にカリキュラムおよび慈恵メールやeラーニング
の使用法、健康チェックの入力法などの説明を行った。 2～ 4年生は 4月 5日に選択科目や
実習に関する説明を行った。また、 4月16日には卒業生をシンポジストに迎え、シンポジウ
ム（生涯発達とキャリア開発のために）を開催した。

③　 2～ 4年生の科目横断総合試験は、自身の知識獲得状況を確認し、今後の学修課題を明確に
することを目的として行っているが、今年度は 4月 6日にeラーニング上で実施した。

④　登校授業については、新型コロナウイルス感染拡大の影響を勘案し、感染対策を徹底の上実
施し、臨地実習についても、事前に臨地での実施が出来ない場合、臨地と学内演習、遠隔実
施の混合型など幾つかのシラバスパターンを作成し、状況に対応できるようにした。

⑤　 4月10日に 1年生保護者説明会、 6月26日に全学年の保護者を対象とした学生に関する情報
交換会をZoomで実施した。

⑥　次の期間に定期試験を実施した。
前期　 7月 3日、10日、30日、 8月23日～ 8月26日、 9月13日～ 9月25日
後期　12月21日、 1月24日～ 2月 4日

⑦　29期生の「看護への思いを新たにする式」は、 8月28日当日、新型コロナウイルス感染拡大
の影響により、急遽Zoomで実施となった。

⑧　例年実施している英国キングスコレッジロンドンとの交換留学や、米国ポートランド看護研
修、シンガポール看護研修等、海外研修はすべて中止とした。

⑨　10月28日、解剖諸霊位供養法会が行われ、学生代表が参加した。
⑩　11月 6 日、 4年生の看護研究発表会を開催した。
⑪　10月 9 日、学祖高木兼寛先生の墓参に、学生代表が参加した。
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